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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 
遺伝子発現パターンベクトルのクラスタ分析で得られたクラスタの有意性指標の開発が本研究の主目的である。しか

し16年度の研究により、カーネル密度推定にもとづく当初のアイディアでは超球面上への射影を考えたとしても高次元

における推定分散が大き過ぎて実用にならないことが分かった。そこで、17年度では高次元超球面上クラスタリングの

ために von Mises-Fisher (vMF) 分布の混合モデルを使用し、これにもとづいてクラスタ有意性指標を求める研究に着

手した。クラスタ個数に関する近似ベイズ推定に困難は無かったが、クラスタ個々の有意性を見積る指標は今後の課題

として残された。特徴抽出、多値分類ラベルを積極的に使用する方法も考慮に入れたが、上記主目的に繋げてゆくとこ

ろは今後の課題となった。今年度の副次的成果として、以下が挙げられる。 

vMF分布は分散パラメタ最尤推定の厳密解が存在しないため、不動点法による近似アルゴリズムを開発し、これが既

知の上限下限として知られている近似解よりも良いことを示した(論文改訂中)。 

クラスタリング手法の如何によらず多スケール間階層関係を表示するノンパラメトリック可視化手法を開発した。ク

ラスタ有意性について適切な指標が得られた後に、それを同時に表示するさいにも有用と考えられる。(特許出願中、

国際会議発表、論文投稿準備中) 

遺伝子発現パターンの多クラス分類問題を、複数の二値分類問題に分解して解く方法の開発を行った。(国内会議、

国際会議で発表、論文2報をrevise中) 

脳腫瘍患者の癌部細胞の遺伝子発現パターンから抽出された低次元特徴と、生存期間その他臨床情報とを併わせた解

析を行い、抽出された特徴が既存のどのような診断マーカよりも性能の高い診断指標となることを示した。(加藤菊也

氏、白畑充章氏(大阪府立成人病センター)との共同研究。国内会議で発表、論文投稿準備中) 

なお前年度研究の副次成果である生存時間解析法に関する特許は、特許性、市場性、社会公共性を科学技術振興機構

知的財産委員会に評価され支援を受け国際出願された。 

 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  
添付すること。 
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  (4)  特徴抽出                   (5) 球面上確率分布               (6)  統計的検定 
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